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像を撮影した．車載カメラの画像サイズは 3840 × 2160 pixel
（垂直画角 69.5 deg，水平画角 118.2 deg），フレームレートは 15
fpsである．図 3に 20 mの合成した路面画像 2枚を示し，それ





















図 3 と図 4 に着目すると，区画線の損傷が大きい箇所が剥離
率も高くなっていることが確認できる．図 4は 1 m毎の剥離率























輝度値差， = 0; 45; 90; 135 [deg]方向のランダムさ p，黒領域
が当てはまる回数 b25 を求める．これらから先行研究 [3, 4]に基
づいて路面標示劣化パターンを表 1 の通り定義する．画像特徴
に基づき，「なし」「ひび割れ」「擦れ」「剥がれ」に加え，これら




s  3 [ (  200 \ 2  200)
ひび割れ 太さの細い亀裂（割れ目，裂け目）が見られる．
0:1  w25  0:95
擦れ 全体的に色が薄くなる（輝度値が低くなる）．剥離箇所がまだらで，ばらついている．




























































































相関係数 一致画像 [枚] 正解率 [%]
全データ -0.81 364 30.0
クラスタ 1 -0.33 308 52.8
クラスタ 2 -0.36 113 93.4
クラスタ 3 -0.23 130 51.8
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